
※第24期の公募における提案書記載事項を基準に、それ以前の質問文と比較できるよう、第22期・第23期の公募及び第21期の調査における質問文は順番を変更している。

学術の大型研究計画の公募申請書記載事項変遷表　（第21期調査・第22期公募・第23期公募・第24期公募）　

大型施設計画
大規模研究計画（大型施

設計画を除く）
形
式

カテゴリＡ：大型施設計画
カテゴリＢ：大規模研究計
画（大型施設計画を除く）

形
式

質問文 選択肢
文字
数

必
須

質問文 選択肢
文字
数

必
須

質問文 選択肢
文字
数

必
須

1：マスタープラン2014に掲載の
学術大型研究計画の場合は
「継続」を、新規応募計画の場
合は「新規」を選択してください。

○継続　○新規 〇

１.マスタープラン2017に掲載の
学術⼤型研究計画の場合は
「継続」を、新規応募計画の場
合は「新規」を選択してください。

○継続　○新規 〇

上記で「継続」を選択した場合
で、マスタープラ2ン014の重点
大型研究計画の場合は、「重点
大型研究計画」をチェックしてく
ださい。

○重点大型研究
計画

過去に重点⼤型研究計画に選
定された研究計画は、選定年度
と研究計画課題名を記⼊してく
ださい。

400

未実施、⼀部実施中、推進され
ている計画で継続して発展的に
⾏う後継計画の提案かについ
て、該当する項目を選択してくだ
さい。

○未実施　○一
部実施中　○推
薦されている計画
で継続して発展的
に行う後継計画

〇

2：大型施設計画か大規模研究
計画かを選択してください。

○大型施設計画
○大規模研究計
画

〇
２: ⼤型施設計画か⼤規模研究
計画かを選択してください。

○大型施設計画
○大規模研究計
画

〇

3：総経費 後述の所要経費の合
計額を選択してください。

○20億円未満　○
20億円以上～50
億円未満　○50億
円以上～100億円
未満　○100億円
以上～

〇
３: 総経費後述の所要経費の合
計額を記載してください。

50 〇

総額を記載してください。 30 〇

1.分野（1）人文・社会科学
（2）生命科学（3）エネル
ギー・環境・地球科学（4）
物質・分析科学（5）物理科
学・工学（6）宇宙空間科学
（7）情報インフラストラク
チャー

1.分野（1）人文・社会科学
（2）生命科学（3）エネル
ギー・環境・地球科学（4）
物質・分析科学（5）物理科
学・工学（6）宇宙空間科学
（7）情報インフラストラク
チャー

択
一
選
択
式

1:学術研究領域の選択
別紙より該当する領域（コード）
を１つ選択してください。（ハイフ
ン付き半角数字）

〇

４:学術研究領域の選択
別紙より該当する領域（コード）
を１つ選択してください。（なお、
今回より融合領域が親設されて
おります。）

〇
４:学術研究領域の選択
別紙より該当する領域（コード）
を１つ選択してください。

〇

必要であれば、もう１つ「副」とし
て選択することも可能です。

必要であれば、もう1つ「副」とし
て選択することも可能です。上
記で融合領域を選択された場合
は、関連する領域を複数選択

10 〇
必要であれば、もう1つ「副」とし
て選択することも可能です

融合領域を選択した場合は、３
つ以内の領域を選択してくださ
い。

さらに関連する学術研究領域が
ある場合には、こちらにコードを
記載してください。

50
さらに関連する学術研究領域が
ある場合には、こちらに領域
（コード）を記⼊してください。

100

1.計画のタイトル〔英文が
あれば併記〕

1.計画のタイトル〔英文が
あれば併記〕

2
行

2.計画の日本語タイトル 2.計画の日本語タイトル
2
行

2:計画タイトル（日本語） 80 〇 5:計画タイトル（日本語） 80 〇 5: 研究計画課題名（⽇本語） 80 〇

3.計画の英文タイトル 3.計画の英文タイトル
2
行

3:計画の英文タイトル 8 〇
6:計画の英文タイトル（30語以
内）

300 〇 6: 研究計画課題名（英語） 300 〇

7: マスタープラン2014に掲載の
計画の場合、その計画番号（日
本語）

10

マスタープラン2014に掲載の計
画の場合、その計画タイトル（日
本語）

80

8:マスタープラン2014に掲載の
計画の場合、マスタープラン
2014からの更新点

400

7: マスタープラン2017に選定さ
れた計画を改訂した場合、マス
タープラン2017からの変更点に
ついて記載してください。

400

2.計画の概要　（簡潔な目
標と、主に施設に係わる具
体計画、予算規模　等）

2.計画の概要　（簡潔な目
標と、主に設備、ネットワー
ク構築、データ集積、運営
に係わる具体計画等）

10
行

4.計画の概要（簡潔な目標
と、主に施設に係わる具体
的計画等）

4.計画の概要（簡潔な目標
と、主に設備、ネットワーク
構築、データ集積、運営に
係わる具体的計画等）

10
行

4:計画の概要
目標と、主に施設（大型施設計
画の場合）、もしくは主に設備・
ネットワーク構築・データ集積・
運営（大規模研究計画の場合）
に係わる具体的計画等を記載し
てください。

800 〇
9: 計画の概要
以下の項目に記載する内容を
要約してください

800 〇
8: 計画の概要
以下の項目に記載する内容を
要約してください

800 〇

マスタープラン2014（第22期）マスタープラン2011（第21期）マスタープラン2010（第21期）

【研究計
画につい
て】

マスタープラン2017（第23期）

【研究計
画につい
て】

マスタープラン2020（第24期）

【研究計
画につい
て】

資料3-4
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10: 目的と実施内容
目的と、主に施設(⼤型施設計
画の場合)、もしくは主に設備・
ネットワーク構築・データ集積・
運営(⼤規模研究計画の場合)
に関わる具体的実施内容等を
記載してください。

800 〇

9: 目的と実施内容
目的と、主に施設(⼤型施設計
画の場合)、もしくは主に設備・
ネットワーク構築・データ集積・
運営(⼤規模研究計画の場合)
に関わる具体的実施内容等を
記載してください。

800 〇

3.科学的な意義　（期待さ
れる科学的成果、さまざま
な効果を明確に）

3.科学的な意義　（期待さ
れる科学的成果、さまざま
な効果を明確に）

10
行

7.科学的な意義（期待され
る科学的成果、さまざまな
効果を明確に）

7.科学的な意義（期待され
る科学的成果、さまざまな
効果を明確に）

10
行

5: 学術的な意義
期待される研究成果等さまざま
な効果や意義を明確に記載して
ください。

12:他の学術研究分野への波及
効果

800

500

〇

11: 学術的な意義
期待される研究成果等さまざま
な効果(他の学術分野への波及
効果を含む)や意義を明確に記
載してください。

800 〇

10: 学術的な意義
学術的重要性、期待されるブ
レークスルーと研究成果及び
様々な効果(他の学術分野への
波及効果を含む)とそれらの意
義を明確に記載してください。な
お、融合領域の提案の場合は、
融合の意義についても記載して
ください。

800 〇

6: 国内外の研究動向と当該計
画の位置付け

500 〇
12: 国内外の研究動向と当該計
画の位置付け

500 〇
11: 国内外の研究動向と当該計
画の位置付け

500 〇

6.国際協力･国際共同　（協
力・共同の形態、想定され
る日本の役割、現在の国
際的状況、建設時および
完成後の協力・共同の体
制、その他海外動向など）

9.計画における国際協力・
国際共同の重要性と問題
点　（(6)の記述を踏まえ、
この計画における国際的
な協力・共同の枠組みの
重要性、ユニークさ、問題
点や今後の課題などを簡
潔に）

7.際協力･国際共同　（協
力･共同の形態、想定され
る日本の役割、現在の国
際的状況、建設時および
完成後の協力･共同の体
制、その他海外動向など）

10.計画における国際協
力・国際共同の重要性と問
題点　（(7)の記述を踏ま
え、この計画における国際
的な協力・共同の枠組み
の重要性、ユニークさ、問
題点や今後の課題などを
簡潔に）

10
行

10
行

10.国際協力・国際共同（共
同・協力の形態、想定され
る日本の役割、現在の国
際的状況、建設時および
完成後の共同・協力の体
制、その他の海外動向な
ど）

11.計画における国際共同
の重要性と問題点（前項の
記述を踏まえ、この計画に
おける国際的な共同の枠
組みの重要性、ユニーク
さ、問題点や今後の課題な
どを簡潔に）

10.国際協力・国際共同（共
同・協力の形態、想定され
る日本の役割、現在の国
際的状況、建設時および
完成後の共同・協力の体
制、その他の海外動向な
ど）

11.計画における国際共同
の重要性と問題点（前項の
記述を踏まえ、この計画に
おける国際的な共同の枠
組みの重要性、ユニーク
さ、問題点や今後の課題な
どを簡潔に）

10
行

5
行

15:国際協力・国際共同
国際協力・国際共同の形態ない
し体制、想定される日本の役
割、現在の国際的状況、その他
の海外動向等を記載してくださ
い。

500

【その他】

21:国際協力・国際共同
国際協力・国際共同の形態ない
し体制、想定される日本の役
割、現在の国際的状況、その他
の海外動向等を記載してくださ
い。

500

12: 国際協⼒・国際共同
国際協⼒・国際共同を伴う計画
の場合は、その形態と体制、国
際的要請と国際的状況、想定・
期待される⽇本の役割等を記載
してください。

500

11: 科学者コミュニティの合意状
況等

500 〇
14: 科学者コミュニティの合意状
況等（他の提案との重複の有無
なども含む）

500 〇

14: 科学者コミュニティの合意状
況等（他の提案との重複の有無
なども含む）
コミュニティの定義を述べ、その
中で、どの程度の広がりを持つ
範囲（学協会として、学協会の
分科会として、研究グループとし
て、等々）でどの程度の合意（正
式な合意が得られている、合意
を得るべく準備中、等々）が得ら
れているかについて具体的に記
載してください。

500 〇

4.予算規模（初期投資と運
営費等の細目をそれぞれ
記載）と研究継続期間

5.予算規模
5.予算規模（初期投資と運
営費等の細目をそれぞれ
記入）

5
行

7: 所要経費
内訳を明記してください。

500 〇

15: 所要経費
総経費と内訳を明記してくださ
い。
※⼤型施設計画の場合、建設
費(装置、設備等を含む)及び運
営費（研究費を除く）を明記。
※⼤規模研究計画の場合、研
究費（設備費・⼈件費等を含む）
を明記。

500 〇

15: 所要経費
総経費と内訳を明記してくださ
い。
※⼤型施設計画の場合、建設
費(装置、設備等を含む)及び運
営費（研究費を除く）を明記。
※⼤規模研究計画の場合、研
究費（設備費・⼈件費等を含む）
を明記。

500 〇

4.主な実施機関　（実施の
中心となる機関名とその役
割）

5.実行組織　（計画責任者
および実行グループの主
要メンバーの所属、役割
等。進んだ段階にある場合
は、主な実施機関とコミュ
ニティにおける実行組織の
概要。ただし、国際協力･国
際共同については次項）

9: 主な実施機関と実行組織
複数の機関名の記載も可能で
す。特に、実施の中心となる機
関名と実行組織の役割を記載し
てください。ただし、主要メン
バー等の研究者の個人名は記
載しないでください。

5.主な実施機関　（実施の
中心となる機関名とその役
割）

6.実行組織　（計画責任者
および実行グループの主
要メンバーの所属、役割
等。進んだ段階にある場合
は、主な実施機関とコミュ
ニティにおける実行組織の
概要。ただし、国際協力・
国際共同については次項）

5
行

10
行

800 〇

8.主な実施機関（実施の中
心となる機関名とその役
割）

9.実行組織（計画責任者お
よび実行グループの主要メ
ンバーの所属、役割等。進
んだ段階にある場合は、主
な実施機関とコミュニティに
おける実行組織の概要。た
だし、国際共同・協力につ
いては次項）

8.主な実施機関（実施の中
心となる機関名とその役
割）

９.実行組織（計画責任者お
よび実行グループの主要メ
ンバーの所属、役割等。進
んだ段階にある場合は、主
な実施機関とコミュニティに
おける実行組織の概要。た
だし、国際共同・協力につ
いては次項）

5
行

10
行

【学術的
価値】

【実施主
体の明確
性】

13: 実施機関と実施体制
全ての機関名を記載してくださ
い。特に、実施の中⼼となる機
関名とその役割を記載し、実施
の中⼼となる機関が責任を果た
せる体制であることを具体的に
⽰してください。

800 〇

【学術的
価値】

【実施主
体の明確
性】

13: 実施機関と実施体制
全ての機関名を記載してくださ
い。実施の中⼼となる機関と参
画機関それぞれの役割を記載
し、実施の中⼼となる機関が責
任を果たせる体制であることを
具体的に⽰してください。実施の
中⼼となる機関においてどのレ
ベル（機関レベルとして、研究
科・部局等のレベルで、研究グ
ループのレベルで、等々）でど
の程度の合意（正式な合意が得
られている、合意を得るべく準備
中、等々）が取られているかに
ついても具体的に記載してくださ
い。なお、実施の中⼼となる機
関あるいは部局等に関する記
載は、公募要領第４項に記され
た応募件数の制限には関わりま
せん。

800 〇

【計画の
妥当性、
成熟度、
共同利⽤
体制の充
実度】



8.タイムスケジュール（いつ
頃までの実現を期待してい
るか、現状とスケジュール
の根拠を明示）

9.タイムスケジュール（いつ
頃までに実現を期待してい
るか、現状とスケジュール
の根拠を明示）

10
行

6A.年次計画

13.タイムスケジュール（い
つ頃までに実現を期待して
いるか、現状とスケジュー
ルの根拠を明示）

6B.研究継続期間

13.タイムスケジュール（い
つ頃までに実現を期待して
いるか、現状とスケジュー
ルの根拠を明示）

5
行

5
行

8:年次計画 800 〇 16:年次計画 800 〇

16: 年次計画
装置等の開発・製作・設置だけ
なく、終了時期を含む運⽤計画
（雇⽤、⼈材育成等を含む）とそ
れぞれに必要な期間や予算措
置についても具体的に記載して
ください。また、期間終了後の計
画（雇⽤、⼈材育成等を含む）に
ついても記載してください。

800 〇

7.準備状況　（現在計画が
どの段階にあるかを、①中
心メンバーによる企画段
階、②研究者グループの
具体的検討による企画書
段階、③一定の準備資金
（明記の事）を得ての技術
開発等開発･準備段階、④
計画の全容が定まり予算
要求段階、などの段階を明
記の上、コミュニティの合意
状況も含めて準備の現状
を具体的に記述）

7.準備状況　（現在計画が
どの段階にあるかを、①中
心メンバーによる企画段
階、②研究者グループの
具体的検討による企画書
段階、③一定の準備資金
（明記の事）を得ての技術
開発等開発･準備段階、④
計画の全容が定まり予算
要求段階、などの段階を明
記の上、コミュニティの合意
状況も含めて準備の現状
を具体的に記述）

10
行

12.準備状況（現在計画が
どの段階にあるかを、（１）
中心メンバーによる企画段
階、（２）研究者グループの
具体的検討による企画書
段階、（３）一定の準備資金
（明記のこと）を得ての技術
開発等開発･準備段階、
（４）計画の全容が定まり予
算要求段階、などの段階を
明記の上、（５）コミュニティ
の合意状況も含めて準備
の現状を具体的に記述）

12.準備状況（現在計画が
どの段階にあるかを、（１）
中心メンバーによる企画段
階、（２）研究者グループの
具体的検討による企画書
段階、（３）一定の準備資金
（明記のこと）を得ての技術
開発等開発･準備段階、
（４）計画の全容が定まり予
算要求段階、などの段階を
明記の上、（５）コミュニティ
の合意状況も含めて準備
の現状を具体的に記述）

10
行

10:これまでの準備状況
現在計画がどの段階にあるか
を、1）中心メンバーによる企画
段階、2）研究者グループの具体
的検討による企画書段階、3）一
定の準備資金（明記の事）を得
ての技術開発等の開発・準備段
階、4）計画の全容が定まり予算
要求段階、などの段階を明記の
上、準備の現状を具体的に記載
してください。なお、本計画に関
連して過去に予算化された大型
研究があればその情報も含め
てください。

800 〇
17:これまでの準備状況を選択し
てください。

○1）中心メンバー
による企画段階
○2）研究者グ
ループの具体的
検討による企画書
段階　○3）技術開
発・計画の一部試
行を含む準備段
階　○4）計画全体
の予算要求段階

〇
17: これまでの準備状況を選択
してください。

〇1）中⼼メンバー
による企画段階
〇2）研究者グ
ループの具体的
検討による企画
書段階　〇3）技
術開発・計画の⼀
部試⾏を含む準
備段階 　〇4）計
画全体の予算要
求段階

〇

準備の現状を具体的に記載して
ください。なお、本計画に関連し
て過去に予算化された大型研
究があれば、その情報も含めて
ください。

800 〇

準備の現状を具体的に記載して
ください。なお、本計画に関連し
て過去に予算化された⼤型研
究があれば、その情報も含めて
ください。

800 〇

14:共同利用体制
全国の研究者にどのように裨益
するかを記載してください。

500

18: 共同利⽤体制
大型施設計画の場合は、共同
利用体制の充実度について記
載してください。大規模研究計
画の場合は、共同利用体制が
あれば記載してください。

500

18: 共同利⽤体制
共同利⽤体制の体制、運⽤計
画、準備状況について記載して
ください。

500 〇

13: 社会的価値
国⺠の理解、知的価値、経済
的・産業的価値等を記載してく
ださい。

500

19: 社会的価値
国⺠の理解、知的価値、経済
的・産業的価値等を記載してく
ださい。

500 〇

19: 社会的価値
国⺠の理解、知的価値、経済
的・産業的価値、SDGsへの貢
献等、該当するものについて記
載してください。

500 〇

【国家とし
ての戦略
性、緊急
性】

20: 政府の政策における位置付
け
政府の政策における位置付け
があるものについてはその概要
を記載してください。

500

20: 政府の政策における位置付
け
政府の政策における位置付け
があるものについてはその概要
を記載してください。

500

応募をしていただいた方（提案
者）の連絡先をご記入ください。
なお、学術大型研究計画の提
案は、(i)研究・教育機関の長ま
たは部局長等、 (ii) 日本学術会
議会員、連携会員、(iii)学協会
長等、が行うことができます。

応募していただいた⽅（提案者）
の連絡先をご記⼊ください。な
お、学術⼤型研究計画の提案
は、（i）研究・教育機関の⻑また
は部局⻑等、（ii）⽇本学術会議
会員、連携会員、（iii）学協会⻑
等、が⾏うことができます。

応募していただいた⽅（提案者）
の連絡先をご記⼊ください。な
お、学術⼤型研究計画の提案
は、（i）研究・教育機関の⻑また
は部局⻑等、（ii）⽇本学術会議
会員、連携会員、（iii）学協会⻑
等、が⾏うことができます。

氏名 氏名 氏名 氏名 氏名 〇 氏名 50 〇 氏名 50 〇

所属 所属 所属 所属 所属機関・部局名 〇
所属機関・部局名または学協会
名

100 〇
所属機関・部局名または学協会
名

100 〇

役職 〇 役職 100 〇 役職 100 〇

日本学術会議の所属
○会員　○連携会
員　○所属してい
ない

〇 日本学術会議の所属
○会員　○連携会
員　○所属してい
ない

〇 日本学術会議の所属
○会員　○連携
会員　○所属して
いない

〇

連絡先郵便番号 連絡先郵便番号 連絡先郵便番号 〇 郵便番号 10 〇 連絡先郵便番号（半角のみ） 8 〇

連絡先住所 連絡先住所 連絡先住所 〇 住所 150 〇 連絡先住所 150 〇

【提案者に
ついて】

16:補⾜説明資料（図表、ポンチ
絵など）の送付
必要であれば、補⾜の説明資
料（図表、ポンチ絵など）を送付
してください。ただし、お送りいた
だく際には、Ａ４サイズ２ページ
（厳守）のＰＤＦファイル形式で、
メールの件名を「計画タイトル
（⽇本語）（※項目2と同じ）」とし
てお送りください。送付先：
g.sanjikanshingi(@)cao.go.jp

【計画の
妥当性、
成熟度、
共同利⽤
体制の充
実度】

【その他】
22:補⾜説明資料（図表、ポンチ
絵など）の送付
必要であれば、補⾜の説明資
料（図表、ポンチ絵など）を送付
できます。送付先メールアドレス
を、【連絡先について】または
【提案者について】に記載のメー
ルアドレスにご連絡いたします
ので、補⾜資料がある場合は
「有」にチェックしてください。た
だし、お送りいただく際には、Ａ４
サイズ２ページ（厳守）のＰＤＦ
ファイル形式で、メールの件名
を「計画タイトル（⽇本語）（※項
目５と同じ）」としてお送りくださ
い。

○有　○無 〇

【提案者に
ついて】

【提案者に
ついて】

【国家とし
ての戦略
性、緊急
性】

21:補⾜説明資料（図表、ポンチ
絵など）の送付
必要であれば、補⾜の説明資
料（図表、ポンチ絵など）を送付
できます。送付先メールアドレス
を、【連絡先について】または
【提案者について】に記載のメー
ルアドレスにご連絡いたします
ので、補⾜資料がある場合は
「有」にチェックしてください。た
だし、お送りいただく際には、Ａ４
サイズ２ページ（厳守）のＰＤＦ
ファイル形式で、メールの件名
を「計画タイトル（⽇本語）（※項
目５と同じ）」としてお送りくださ
い。



連絡先電話番号 〇 電話番号 50 〇 連絡先電話番号（半角のみ） 20 〇

連絡先メールアドレス 連絡先メールアドレス 連絡先メールアドレス 連絡先メールアドレス メールアドレス 〇 メールアドレス 50 〇 メールアドレス（半角のみ） 50 〇

2013年4月以降のメールアドレ
ス
所属が変更となる場合は新しい
メールアドレスを記載してくださ
い。

2016年4月以降のメールアドレ
ス
所属が変更となる場合は新しい
メールアドレスを記載してくださ
い。

50

2019年4月以降、所属先が変更
するなど、メールアドレスが変更
となる場合は新しいメールアドレ
スを記載してください。

50

提案者と同じ場合は、記入は不
要です。

提案者と同じ場合は、記入は不
要です。

提案者と同じ場合は、記入は不
要です。

氏名 氏名 50 氏名 50

所属機関・部局名
所属機関・部局名または学協会
名

100
所属機関・部局名または学協会
名

100

役職 役職 100 役職 100

日本学術会議の所属 日本学術会議の所属
○会員　○連携会
員　○所属してい
ない

日本学術会議の所属
○会員　○連携
会員　○所属して
いない

連絡先郵便番号 郵便番号 10 連絡先郵便番号（半角のみ） 8

連絡先住所 住所 150 連絡先住所 150

連絡先電話番号 電話番号 50 連絡先電話番号（半角のみ） 20

メールアドレス メールアドレス 50 メールアドレス（半角のみ） 50

2013年4月以降のメールアドレ
ス
所属が変更となる場合は新しい
メールアドレスを記載してくださ
い。

2016年4月以降のメールアドレ
ス
所属が変更となる場合は新しい
メールアドレスを記載してくださ
い。

50

2019年4月以降、所属先が変更
するなど、メールアドレスが変更
となる場合は新しいメールアドレ
スを記載してください。

50

推薦者１～３をすべてご記入くだ
さい。会員もしくは連携会員３名
以上（会員１名を含むこと）によ
る推薦が必要です。

推薦者1　氏名 ○

推薦者1　日本学術会議の所属 ○会員 ○

推薦者1　メールアドレス ○

推薦者2　氏名 ○

推薦者2　日本学術会議の所属
○会員　○連携会
員

○

推薦者2　メールアドレス ○

推薦者3　氏名 ○

推薦者3　日本学術会議の所属
○会員　○連携会
員

○

推薦者3　メールアドレス ○

推薦者が４名以上の場合は、お
手数ですが 1) 氏名、 2) 日本学
術会議の所属（会員・連携会
員）、3) メールアドレスを右欄に
記載してください。

【連絡先に
ついて】

【推薦者に
ついて】

【連絡先に
ついて】

【連絡先に
ついて】
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